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部
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。

　

様
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第
一
号
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次
の
よ
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に
改
め
る
。
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上
の
者
は
本
校
に
お
い
て
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
44年
法
律
第
64号
）
の
規
定
に
よ
る
次
の
職
業
訓

練
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る

職
業
訓
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の
種
類

訓
練
課
程

訓
練
科
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称

総
訓
練
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年
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
立
　
　
　
高
等
技
術
専
門
校
長
　
　
氏
　
　
　
　
　
名
　
印

　
注
　
用
紙
は
，
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
職
業
能
力

開
発
校
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
二
号
と
み
な
す
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
五
号

　

高
等
技
術
専
門
校
等
の
学
生
等
に
対
す
る
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
高
等
技
術
専
門
校
等
の
学
生
等
に
対
す
る
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

高
等
技
術
専
門
校
等
の
学
生
等
に
対
す
る
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
宮
城
県
訓
令
甲
第

二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
職
業
訓
練
（
」
の
下
に
「
高
等
技
術
専
門
校
又
は
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
委
託
を
受
け
た
民

間
教
育
訓
練
機
関
等
の
行
う
訓
練
を
含
む
。」
を
、「
訓
練
上
又
は
」
の
下
に
「
通
所
途
上
（
学
生
等
が
訓
練
を
受
け
る

た
め
、」
を
加
え
、「
往
復
す
る
途
上
（
以
下
「
訓
練
上
」
と
い
う
」
を
「
合
理
的
な
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
往
復
す
る

過
程
（
途
中
で
往
復
の
経
路
を
逸
脱
し
、
又
は
往
復
を
中
断
し
た
場
合
（
そ
の
逸
脱
又
は
中
断
が
日
用
品
の
購
入
等
日

常
生
活
上
必
要
な
行
為
を
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
行
う
た
め
の
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
以
後
の
過
程
を
除
く
。）
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
に
改
め
、「
お
け
る
」
の
下
に
「
学
生
等
の
援
護
の
た

め
の
」
を
加
え
る
。

　

第
二
条
中
「
が
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
、「
当
該
学
生
等
が
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り

訓
練
上
に
お
い
て
負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
は
、」
を
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
の
規
程
に
基
づ
く
」
に
、「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

　

一�　

学
生
等
が
故
意
に
負
傷
、
疾
病
、
障
害
若
し
く
は
死
亡
又
は
そ
の
直
接
の
原
因
と
な
つ
た
事
故
を
生
じ
さ
せ
た

場
合

　

二�　

学
生
等
が
故
意
の
犯
罪
行
為
若
し
く
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
て
療
養
に
関
す
る
指

示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
負
傷
、
疾
病
、
障
害
若
し
く
は
死
亡
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
原
因
と
な
つ
た
事
故
を

生
じ
さ
せ
、
又
は
負
傷
、
疾
病
若
し
く
は
障
害
の
程
度
を
増
進
さ
せ
、
若
し
く
は
回
復
を
妨
げ
た
場
合

　

第
四
条
第
一
項
中
「
災
害
見
舞
金
（
」
の
下
に
「
打
切
見
舞
金
及
び
」
を
、「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

打
切
見
舞
金
は
、
訓
練
上
に
お
い
て
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
学
生
等
に
対
し
て
支
給
す
る
。

　

第
五
条
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
三
年
」
の
下
に
「（
療
養
を
中

断
し
た
期
間
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」
を
、「
以
降
」
の
下
に
「
の
療
養
に
つ
い
て
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療
養
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
災
害
が
高
等
技
術
専
門
校
又
は
宮
城
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
の
過
失
等
に
起
因
す
る
場
合
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
学
生
等
へ
の
継
続
し
た
援
護
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
療
養
の
開
始
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
で
あ
つ
て
も
療
養
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

第
六
条
中
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
各
号
」
を
「
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
三
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
」
を
「
同
項
第
四
号
か
ら
第

様
式
第
二
号（

そ
の
一）

中

「
ふ
り
が
な

氏
　
　
名

性
　
別

男
・
女

」

を

�
本
人
の
自
署

「
ふ
り
が
な

氏
　
　
名

」

に

�
本
人
の
自
署

改
め
、
同
様
式（

そ
の
二）

中

「

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

性
　
別

男
・
女

」

を

�
本
人
の
自
署

「

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

」

に

�
本
人
の
自
署

改
め
る
。



（3）　令和２年３月31日　火曜日 号外第14号宮　　城　　県　　公　　報

六
号
ま
で
」
に
、「
同
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
（
当
該
定
め
が
な
い
」
を
「
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
療
養
の
費
用
の
額
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
療

養
の
費
用
が
支
給
さ
れ
な
い
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
雇
用
対
策
法
」
を
「
労
働

施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
中
「
治
つ
た
」
を
「
治
癒
又
は
症
状
が
固
定
し
た
状
態
に
あ
り
、
治
療
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
三
千
二
百
十
円
（
」
を
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第
九
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定

す
る
自
動
変
更
対
象
額
（
以
下
「
自
動
変
更
対
象
額
」
と
い
う
。）（
」
に
、「
三
千
二
百
十
円
を
」
を
「
自
動
変
更
対

象
額
を
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４�　

別
表
に
掲
げ
る
身
体
障
害
以
外
の
身
体
障
害
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
身
体
障
害
の
程
度
に
応
じ
、
別
表
に

掲
げ
る
身
体
障
害
に
準
じ
た
等
級
の
支
給
日
数
に
よ
る
。

　

第
十
一
条
中
「
打
切
見
舞
金
は
、」
の
下
に
「
訓
練
上
に
お
い
て
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
」
を
加
え
、「
、
療

養
」
を
「
、
そ
の
療
養
の
」
に
、「
治
ら
な
い
場
合
に
支
給
し
」
を
「
治
癒
又
は
症
状
が
固
定
し
た
状
態
に
な
ら
ず
、

治
療
の
必
要
が
な
く
な
ら
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
療
養
の
開
始
後
三
年
を
経
過
し
た
後
の
療
養
見
舞
金
を
支
給
し

な
い
こ
と
と
し
た
と
き
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
」
に
改
め
、「
後
は
、」
の
下
に
「
こ
の
規
程
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
中
「
千
二
百
日
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
を
「
そ
の
療
養
の
開
始
後
三
年
を
経
過
し
、
療
養
見
舞
金
を

支
給
し
な
い
こ
と
と
し
た
日
に
お
い
て
、
身
体
に
存
す
る
別
表
の
身
体
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
定
め
る
等
級
の
日
数
を

乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
等
級
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ

し
書
を
加
え
る
。

　

�　

た
だ
し
、
そ
の
療
養
の
開
始
後
三
年
を
経
過
し
、
療
養
見
舞
金
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
た
日
に
お
い
て
、
他
覚

症
状
が
存
す
る
場
合
そ
の
他
身
体
に
別
表
の
第
十
四
級
に
満
た
な
い
身
体
障
害
が
存
す
る
場
合
は
、
同
表
の
第
十
四

級
の
支
給
日
数
と
す
る
。

　

第
十
三
条
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
第
一
項
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
、「
お
い
て
、」
の
下
に
「
こ
の
規
程
に
よ
る
」
を

加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）」
の
下
に
「
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
」
を
、「
お

い
て
」
の
下
に
「
、
こ
の
規
程
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

　

第
十
七
条
第
二
項
中
「
訓
練
上
」
の
下
に
「
又
は
通
所
途
上
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第

四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
六
級
の
項
第
八
号
中
「
及
び
示
指
」
を
削
り
、
同
表
第
七
級
の
項
第
六
号
中
「
及
び
示
指
を
失
つ
た
も
の
又

は
母
指
若
し
く
は
示
指
を
あ
わ
せ
三
指
以
上
」
を
「
を
併
せ
三
指
又
は
母
指
以
外
の
四
指
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中

「
及
び
示
指
を
あ
わ
せ
」
を
「
を
併
せ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
女
子
の
」
を
削
り
、
同
表
第
八
級
の
項
第
三

号
中
「
あ
わ
せ
二
指
」
を
「
併
せ
二
指
又
は
母
指
以
外
の
三
指
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び
示
指
又
は
母
指
若

し
く
は
示
指
を
あ
わ
せ
三
指
以
上
」
を
「
を
併
せ
三
指
又
は
母
指
以
外
の
四
指
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
を
削
り
、

同
表
第
九
級
の
項
第
三
号
中
「
半
盲
症
」
の
下
に
「
、」
を
加
え
、
同
項
第
十
二
号
中
「
を
失
つ
た
も
の
示
指
を
あ
わ

せ
二
指
を
失
つ
た
も
の
又
は
母
指
及
び
示
指
以
外
の
三
指
」
を
「
又
は
母
指
以
外
の
二
指
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号

中
「
あ
わ
せ
二
指
」
を
「
併
せ
二
指
又
は
母
指
以
外
の
三
指
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
あ
わ
せ
」
を
「
併
せ
」

に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
六　

外
貌
に
相
当
程
度
の
醜
状
を
残
す
も
の

　

別
表
第
十
級
の
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

正
面
視
で
複
視
を
残
す
も
の

　

別
表
第
十
級
の
項
第
七
号
中
「
の
用
を
廃
し
た
も
の
示
指
を
あ
わ
せ
二
指
の
用
を
廃
し
た
も
の
又
は
母
指
及
び
示
指

以
外
の
三
指
」
を
「
又
は
母
指
以
外
の
二
指
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
級
の
項
第
八
号
中
「
一
手
の
」
の
下
に
「
示
指
、」

を
加
え
、
同
項
第
九
号
を
削
り
、
同
項
第
十
号
中
「
あ
わ
せ
」
を
「
併
せ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同

項
第
十
一
号
中
「
臓
器
」
の
下
に
「
の
機
能
」
を
加
え
、「
残
す
」
を
「
残
し
労
務
の
遂
行
に
相
当
な
程
度
の
支
障
が

あ
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
表
第
十
二
級
の
項
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と

し
、
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
あ
わ
せ
」
を
「
併
せ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、

同
項
第
九
号
中
「
一
手
の
」
の
下
に
「
示
指
、」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

　

九　

一
手
の
小
指
を
失
つ
た
も
の

　

別
表
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号
中
「
女
子
の
」
を
削
り
、
同
表
第
十
三
級
の
項
第
二
号
中
「
半
盲
症
」
の
下
に
「
、」

を
加
え
、
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
を
失
つ
た
」
を

「
の
用
を
廃
し
た
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、

第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

三　

正
面
視
以
外
で
複
視
を
残
す
も
の

　

四　

胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
障
害
を
残
す
も
の

　

別
表
十
三
級
の
項
第
十
一
号
中
「
あ
わ
せ
」
を
「
併
せ
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
級
の
項
第
六
号
を
削
り
、
同
項
第

七
号
中
「
及
び
示
指
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
及
び
示
指
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項

第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則
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（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
高
等
技
術
専
門
校
等
の
学

生
等
に
対
す
る
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
新
規
程
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

新
規
程
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
事
由
の
生
じ
た
災
害
見
舞
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

に
支
給
事
由
の
生
じ
た
災
害
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


